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2025 年度 カンボジア王国への鍵盤ハー

モニカ寄贈事業報告書 

提出日： 2025 年 11 月 10 日 

提出者： 一般社団法人 iPVAJ（愛をもって日本からアジアへの純粋な挑戦） 

代表理事： 壽福 隆人 

 

Ⅰ．基調報告 

2024 年 10 月より開始した「2025 年度カンボジア王国スポーツ・青年・教育省

（MoEYS）」への鍵盤ハーモニカ寄贈事業は、東京都東村山市、埼玉県所沢市、千葉

県松戸市の教育委員会および学校関係者、児童・生徒、保護者各位のご協力を得

て、計 904 個を収集し、2025 年 10 月 24 日、864 個を正式に引き渡して完了しまし

た。 

収集総数 904 個のうち、20 個を帝京平成大学音楽教室に保管し、今後のボランティ

ア活動における練習用教材として使用することとしました。また、破損等により寄贈困

難と判断された 20 個については、廃棄処分といたしました。 

本事業の実施に際し、国内収集活動では株式会社東京ビジネスモーターより収集用

軽バンの無償貸与を受け、またカンボジアへの輸送に関しては株式会社フットマーク

の全面的な支援を賜りました。さらに、通関書類作成・通関手続およびカンボジア国

内輸送に関しては、カンボジア王国観光省の協力を受けました。 

カンボジア側での受入責任者は、同国スポーツ・青年・教育省 国務次官 H.E. Peung 

Kimchhen 氏が務めました。 

本年度第 1 期（２０２５年１０月２４日）の寄贈分は以下の通りです。 

寄贈先機関・学校 寄贈数 

National Institute of Education 100 台 

プノンペン市立 Baktouk 小学校 50 台 

プノンペン市立 Chaktomuk 小学校 50 台 

Phnom Penh Teacher Education College 100 台 

残る 564 台については、同国務次官 H.E. Peung Kimchhen 氏の判断により、地方の

学校への配布が予定されています。 
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なお、正式な寄贈式典は 2026 年 1 月末（期日未定）に、関係各機関代表の参加をも

得て開催予定です。 

（注：三市の記載順は、当法人が順次訪問し協力依頼を行った順序に基づきます。） 

 

Ⅱ．事業経過報告 

１．事業開始までの経過 

本活動の起点は、2009 年に日本大学・東洋大学の学生を中心として発足した NPO

法人アジアの誇りプレアビヒア日本協会傘下「学生隊」に遡ります。コロナ禍後の活

動再開を目指し、2023 年 1 月には現地調査隊を派遣。その成果を踏まえ、2024 年 8

月に一般社団法人 iPVAJ（Pure Venture of Asia from Japan with Love）を設立し、

活動再開を決定しました。 

2024 年 8 月および 2025 年 2 月の現地活動において、鍵盤ハーモニカによる音楽交

流が極めて高い教育的効果を発揮し、カンボジア側から高い評価を受けたことを受

け、本格的な寄贈活動に着手しました。 

特に、石上則子氏を中心とし、伊原福富氏・飯島千夏氏・米倉幸子氏・篠原加奈子氏

らによる音楽指導は、鍵盤ハーモニカによる教育の可能性を実証する画期的な事例

となりました。 

 

２．鍵盤ハーモニカ収集活動の経過 

2024 年 10 月 19 日の経験者会議を経て、同年 10 月 28 日に東京都東村山市教育

委員会 村木尚生教育長を訪問し、正式な協力を依頼。続いて 11 月 25 日に所沢市 

小野塚勝俊市長、12 月 16 日に松戸市 杉山由祥市議会議長を訪問し、三市の全面

協力のもとに収集活動を開始しました。 

担当者として、東村山市では教育総務課 塩野彩子氏、所沢市では学校教育課 指

導主事 北嶋一済氏、松戸市では学校財務課 大場慶育氏が中心となり、各学校に

おける児童・生徒への呼びかけと回収を実施。松戸市の 2025 年 3 月 17～19 日の 3

日間の収集活動を皮切りに、所沢市の 7 月 18 日の回収終了まで、約 4 か月間の収

集活動が行われました。 

回収された鍵盤ハーモニカは、東村山市では教育委員会会議室、所沢市では教育セ

ンターに集約し、最終的に松戸市立新松戸西小学校（杉山由祥市議会議員のご尽力
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により同校体育館を使用）に全量集積。2025 年 8 月 6 日には帝京平成大学の協力

を得て検品・清掃を実施し、横浜港（株式会社名正倉庫）へ搬送しました。これらの作

業には iPVAJ 会員ボランティア学生があたりました。 

これら一連の活動においては、教育実践研究会 田甫桂三会長、帝京平成大学教授 

川越孝洋先生をはじめ多くの方々の助言をいただきました。とくに、松戸市議会議員

杉山由祥氏には事業全体をリードしていただきましたし、松戸市教育委員会大場慶

育氏の適切なご指導は事業全体の運用を支えていただきました。ここに特記します。 

 

３．鍵盤ハーモニカの輸送 

（１）日本側 

収集した鍵盤ハーモニカを安全にカンボジアへ届けることが、児童・生徒の友情を具

現化する最重要課題でした。この輸送を担当していただいたのが、株式会社フットマ

ーク（三瓶芳社長）です。同社は墨田区両国に本社を置き、学校用備品の製造・販売

を行う企業であり、iPVAJ の前身 NPO 法人傘下「学生隊」時代から長年の支援を継

続してくださっています。 

同社は、輸送経費の負担、通関書類の作成、関係手続など、本事業の中核的業務を

担ってくださいました。 

（２）カンボジア側 

2025 年 6 月 4 日、カンボジア王国スポーツ・青年・教育省を訪問し、H.E. Peung 

Kimchhen 国務次官との会談の結果、以下の事項を正式に合意しました。 

• 受領責任者：H.E. Peung Kimchhen（国務次官） 

• 現地受取担当：Mr. Vatana Prak（iPVAJ カンボジア代表） 

• 一時保管場所：PhD. Chandara Prak（観光省国務次官）宅倉庫 

これに基づき、フットマーク社プノンペン支社 CEO 池田基樹氏と iPVAJ カンボジア

代表 Vatana Prak 氏の連携で輸送作業を進行。中古楽器であるため通関手続が複

雑を極めましたが、観光省官僚 Mr. Vuthy Prak の支援により、すべての手続きを完

了しました。 

2025 年 10 月 24 日、無事にプノンペン市へ到着し、同日、引き渡し式を実施しまし

た。 
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４．事業成果 

1 年間にわたる活動の結果、本事業はカンボジアにおいて極めて好意的に受け入れ

られました。 

引き渡し式には、iPVAJ 代表理事壽福隆人、iPVAJ 現地代表 Vatana Prak、フットマ

ーク社カンボジア代表池田基樹氏が出席。カンボジア側からは国務次官 H.E. Peung 

Kimchhen 氏が主席を務めました。 

各寄贈先機関での歓迎状況は以下の通りです。 

• National Institute of Education：代表・教員全員参加の式典 

• Baktouk 小学校：児童ブラスバンドによる歓迎演奏 

• Chaktomuk 小学校：全教職員出席の引き渡し式 

• Phnom Penh Teacher Education College：学長臨席の懇談会 

また、カンボジア全国放送 CNC テレビ局による取材が入り、同日全国ニュースで報

道されました。以下でご覧いただけます。（36 分頃から当事業のニュースとなります） 

▶ https://www.facebook.com/CNCTVLive/videos/24963392303353802/       

ただし、報道内容が日本の児童・生徒や三市教育委員会の功労を十分に反映してい

なかった点は、今後の課題として反省すべき事項です。 

 

５．カンボジア側からの要請と今後の対応 

10 月 24 日の昼食会において、H.E. Peung Kimchhen 国務次官および観光省幹部、

iPVAJ 現地責任者より以下の要請を受けました。 

「音楽教員不足の現状を踏まえ、楽器演奏指導者の継続的派遣を希望する」 

これに対し、iPVAJ は以下の２方針で対応することで合意しました。 

1. 日本から継続的に演奏指導者を派遣する体制を検討すること 

2. オンラインによる音楽教育支援システムの構築を進めること 

これを受け、現在、後援団体である教育実践研究会の協力も得ながら、関係大学・機

関および ICT 教育システム開発会社への協力要請を開始しております。 

 

６．2025 年度事業の反省点と今後の課題 

https://www.facebook.com/CNCTVLive/videos/24963392303353802/
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初年度事業として大きな成果を上げた一方で、以下の改善点が確認されました。 

（１）収集時期の不統一と人員確保の課題 

各市の収集期間が異なり、学生ボランティアの動員が分散したため、検品・清掃作業

が過密化した。次年度は、統一的な収集スケジュール設定と、作業拠点・人員体制の

事前構築が必要。 

（２）収集効率と規模の見直し 

三市合計人口約 99 万人に対し、約 900 台を収集（人口 1 万人あたり 10 台）。今後、

多くの自治体参加を得る際には、検品能力や輸送体制の上限を考慮した規模調整

が求められる。 

（３）鍵盤ハーモニカ使用の減少傾向 

東京都内ではコロナ禍以降、吹奏楽器から電子楽器への移行が進行。今後は収集

数に限界が生じる可能性があるため、音楽教育支援にとどまらず、美術・体育など情

操教育全般への支援展開を検討する必要がある。 

（４）活動の地域的拡大 

タイ国内のクメール人居住地域からも寄贈要請が届いており、将来的には「東南アジ

ア地域の子どもたちへの鍵盤ハーモニカ寄贈」へと発展させる方向性を模索する。 

 

Ⅲ．結語 

2025 年度の活動は、日本・カンボジア両国の教育関係者、市民、学生が協働して築

いた国際教育交流の実践であり、今後の音楽教育・情操教育支援の新たな礎となる

ものである。iPVAJ は、引き続き「愛をもって日本からアジアへ」の理念のもと、教育と

文化の架け橋として活動を継続していく所存です。 

 本事業は、十分な準備期間や体制が整っていたものではありませんでしたが、多く

の方々の温かいご理解とご協力により、当初の想定を超えて意義深い活動へと発展

することができました。ここに心より感謝申し上げます。とりわけ、各市教育委員会の

関係者の皆様をはじめ、学校関係者、児童・生徒、ご家族の皆様のご尽力により、本

事業が地域と国をつなぐ重要な教育交流の一歩となりましたことに、深く御礼申し上

げます。 

最後に、献身的に事業を支えた iPVAJ 会員学生ボランティア諸君に感謝します。 
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【記録写真】 

 
 

 

2024 年 8 月 

iPVAJ の学生会員による 

鍵盤ハーモニカによる音楽交流 

（カンボジア王国プレアビヒア州スラ

エム村小学校） 

 

 

 

2025 年 2 月 

音楽教育専門家グループによる音楽指導 

（カンボジア王国タケオ州チマラク村で   

のミニコンサート） 

 

 

 

 

 
2025 年 10 月 

プノンペン市 

Baktouk 小学校ブラスバンド （引き渡し式での歓迎風景） 
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2025 年 10 月 24 日鍵盤ハーモニカ引き渡し式 

（プノンペン教員養成大学）   

 
【上の写真】左から Mr.Vatana Prak （iPVAJ カンボジア代表） 

          H.E. Peung Kimchhen （カンボジア王国スポーツ・青年・教育省国

務次官） 

          壽福隆人（iPVAJ 代表理事） 

          Dr. Set Seng （プノンペン教員養成大学学長） 

          Ms Sarey Sopheap（フットマーク社員：通訳） 

池田基樹（フットマーク社現地法人 CEO） 

 

【左の写真】 

左側二人は寄贈先小学校の校長と副校長 

プノンペン市 Chaktomuk 小学校 

 

右端の男性 

観光省官僚 Mr. Vuthy Prak  

（鍵盤ハーモニカの通関手続きを担当）  
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【資料】 

カンボジア王国税関等諸機関への事業説明文 
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輸出関係資料（１） 
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輸出関係資料（２）

 

teikyo
ハイライト表示

teikyo
ハイライト表示

teikyo
ハイライト表示



 

12 

 

 

カンボジア王国 入管の許可証明書 
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カンボジア王国スポーツ・青年・教育省発行  

鍵盤ハーモニカ受領書 

 

東村山市宛 
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カンボジア王国スポーツ・青年・教育省発行  

鍵盤ハーモニカ受領書 

 

所沢市宛 
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カンボジア王国スポーツ・青年・教育省発行  

鍵盤ハーモニカ受領書 

 

 

松戸市宛 
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